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日
米
の
プ
ロ
野

球
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
っ
た
が
、
相
変

わ
ら
ず
、
オ
オ
タ

ニ
さ
ん
だ
け
は
、

次
の
契
約
球
団
を

め
ぐ
り
、
ニ
ュ
ー

ス
や
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て

い
る
。
日
本
人
が
大
リ
ー
グ
で

最
高
年
俸
を
稼
ぐ
こ
と
に
な
る

と
は
、
つ
い
最
近
ま
で
誰
も
が

思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
▼
で

は
、
大
谷
選
手
を
誰
が
こ
こ
ま

で
育
て
た
か
？
私
は
間
違
い
な

く
日
本
ハ
ム
時
代
の
栗
山
監
督

だ
と
思
う
。
栗
山
さ
ん
以
外
は

プ
ロ
野
球
で
二
刀
流
を
認
め
な

か
っ
た
。
今
年
は
、
彼
が
監
督

を
し
て
侍
ジ
ャ
パ
ン
を
世
界
一

に
し
た
▼
一
方
、
政
治
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
相
次
ぐ
副
大
臣
ク

ラ
ス
の
不
祥
事
に
よ
る
辞
任
、

選
挙
違
反
や
国
民
の
義
務
で
あ

る
納
税
を
し
な
い
副
大
臣
ま
で

出
て
く
る
始
末
。
開
い
た
口
が

塞
が
ら
な
い
と
は
こ
の
こ
と

だ
。
任
命
権
者
で
あ
る
岸
田
総

理
の
指
導
力
の
な
さ
が
浮
き
彫

り
な
っ
て
い
る
▼
日
本
の
プ
ロ

野
球
は
一
流
に
な
っ
た
が
、
相

変
わ
ら
ず
政
治
は
三
流
の
ま
ま

だ
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
二
流
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

７日　青年女性地域別交流会・但馬丹波地区
（養父公民館）

７～８日　自治労春闘討論集会（TOC有明）
11日　青年女性地域別交流会・神戸阪神地区

（中央区文化センター）
13日　青年女性地域別交流会・北播中播地区

（社公民館）
14日　青年女性地域別交流会・海岸線西播地区

（姫路労働会館）

当面の日程

ここまできたか 担い手不足

吉 田 ノ ボ

　

私
た
ち
の
勤
務
・
労
働
条
件

に
関
し
て
は
、
労
使
合
意
を
基

本
に
決
定
し
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
「
助
言
」
と
い

う
形
で
、
自
治
体
当
局
に
働
き

か
け
を
し
て
く
る
の
が
、
県
総

務
部
市
町
振
興
課
で
あ
る
。

　

市
町
振
興
課
は
国
家
公
務
員

に
準
拠
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

そ
れ
を
上
回
る
条
件
を
持
つ
市

町
に
対
し
て
「
適
切
に
対
応
す

る
よ
う
」
に
「
助
言
」
を
行
う

の
で
あ
る
。

　

自
治
労
兵
庫
県
本
部
は
、
年

２
回
こ
の
市
町
振
興
課
に
申
し

入
れ
を
行
い
、
協
議
の
場
を
持

ち
、
市
町
へ
の
助
言
内
容
や
勤

務
・
労
働
条
件
に
関
し
て
の
見

解
を
確
認
し
て
い
る
。

　

今
年
も
賃
金
確
定
闘
争
期
に

合
わ
せ
、
10
月
31
日
に
兵
庫
県

庁
内
に
お
い
て
協
議
を
行
っ

た
。

　

例
年
ど
お
り
、
未
払
い
賃
金

や
安
全
衛
生
委
員
会
の
未
実
施

な
ど
市
町
の
法
令
違
反
是
正
へ

の
助
言
の
要
請
や
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
に
関
す
る
見
解
を
質

し
た
。

　

さ
ら
に
、
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
人
勧
適
用
に
つ
い
て
、

４
月
遡
及
を
含
め
正
規
職
員
に

準
ず
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
強
く
市
町
へ
助

言
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

県の見解を求める交渉団

晴天のもと４年ぶりに屋外で開催
　

山
下
忠
之
委
員
長
は
「
引
き

上
げ
勧
告
さ
れ
た
が
物
価
上
昇

幅
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
に
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
の
４
月
遡
及
適
用

も
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
向

け
全
単
組
一
丸
と
な
り
闘
争
を

進
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

続
い
て
尾
西
亮
太
郎
書
記
長
は

10
月
31
日
に
行
っ
た
県
市
町
振

興
課
交
渉
に
触
れ
「
人
勧
完
全

実
施
に
つ
い
て
は
会
計
年
度
も

含
め
た
遡
及
改
定
す
る
の
が
当

然
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。
全
単
組
で
の
交
渉
強

化
を
要
請
す
る
」
と
の
情
勢
報

告
を
行
っ
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
決
意
表
明

で
は
、
県
職
労
の
井
上
敬
太
さ

ん
は
「
全
世
代
の
賃
金
水
準
引

き
上
げ
、
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
と

勤
勉
手
当
の
支
給
を
求
め
、
交

渉
に
臨
む
」
と
し
、
神
戸
市
従

の
徳
留
慎
治
さ
ん
は
「
実
質
賃

金
引
き
上
げ
を
求
め
、
神
戸
市

労
連
に
結
集
し
、
納
得
い
く
回

答
を
引
き
出
す
た
め
諸
課
題
に

つ
い
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で

い
く
」
ま
た
、
三
田
市
職
労
の

楢
崎
潔
さ
ん
は
「
三
田
で
は
こ

　

県
本
部
は
11
月
１
日
、
県
庁
前
県
民
オ
ア
シ
ス
で
、
確
定

闘
争
勝
利
を
め
ざ
し
、
決
起
集
会
を
４
年
ぶ
り
に
屋
外
で
開

催
。情
勢
を
共
有
し
、ヤ
マ
場
に
向
け
た
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

の
間
、
当
局
か
ら
一
方
的
に
給

与
改
悪
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
攻

撃
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
議
会

で
の
発
言
力
が
必
要
で
あ
り
、

橋
本
維
文
さ
ん
を
組
織
内
予
定

候
補
と
し
て
擁
立
し
、
議
会
対

策
強
化
を
行
う
」
さ
ら
に
佐
用

町
職
の
瀬
戸
博
英
さ
ん
は
「
職

員
数
の
確
保
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
初
任
給
の
改
善

と
在
職
者
調
整
、
中
途
採
用
者

の
格
差
是
正
の
実
施
。
ま
た
地

域
手
当
の
格
差
問
題
の
解
消
を

め
ざ
す
」
と
し
、
最
後
に
香
美

町
職
の
井
口
能
孝
さ
ん
は
「
組

合
役
員
の
２
年
任
期
制
を
確
立

し
、
組
合
員
の
交
流
を
重
視
し

て
い
る
。
組
合
に
入
っ
て
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
活
動
し
て
い
く
」
と
力
強
い

決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　

青
年
部
・
女
性
部
は
11
月
１

日
の
午
前
中
に
県
内
か
ら
29
単

組
69
人
が
参
加
し
、
確
定
決
起

集
会
を
開
催
し
た
。集
会
冒
頭
、

今
村
龍
乃
介
青
年
部
長
は
「
実

質
賃
金
が
下
が
っ
て
お
り
、
物

価
以
上
の
賃
上
げ
が
必
要
。
ま

た
、
職
場
の
問
題
は
自
分
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
あ
と
か
ら

入
っ
て
く
る
人
に
も
影
響
が
あ

る
。
今
こ
そ
、
問
題
と
向
き
合

い
、
独
自
要
求
へ
の
取
り
組
み

へ
と
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
「
公
務
員
の
賃
金
と
確

定
闘
争
に
つ
い
て
」
森
岡
典
子

女
性
部
書
記
長
が
解
説
を
行
っ

た
。
今
年
の
人
勧
は
昨
年
以
上

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
の
大
き
な
給
与
制
度

改
悪
や
退
職
金
引
き
下
げ
の
影

響
で
、
生
涯
賃
金
で
は
若
い
人

ほ
ど
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
の
２
月
に
実

施
し
た
青
年
部
女
性
部
合
同
で

の
県
市
町
振
興
課
交
渉
に
つ
い

て
、
青
年
部
女
性
部
常
任
委
員

が
寸
劇
を
行
い
、
実
際
の
交
渉

の
や
り
取
り
を
伝
え
た
。
交
渉

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部
分
で
は
、

北
脇
修
平
青
年
部
書
記
長
が
解

説
を
行
い
、
参
加
者
は
対
県
交

渉
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

常任委員による寸劇の様子

職
場
の
問
題
と
向
き
合
い
改
善
を

対
県
交
渉
を
寸
劇
で
ポ
イ
ン
ト
解
説

確定闘争県本部決起集会

会
計
年
度
の
遡
及
改
定
は
当
然

全
単
組
が
一
丸
と
な
り
交
渉
強
化

県市町振興課交渉

会計年度も含め完全実施を確認し
市 町 へ の 強 い 助 言を要 請

青年・女性
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播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月
28

日
、
34
単
組
82
人
の
参
加
の
も

と
第
53
回
定
期
総
会
を
姫
路
勤

労
市
民
会
館
で
開
い
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
足

立
育
生
議
長
は「
総
会
で
は『
う

ま
く
い
っ
た
こ
と
、
い
か
な

か
っ
た
こ
と
』
を
忌
憚
な
く
出

し
て
い
た
だ
き
、
互
い
の
実
践

に
学
び
合
い
た
い
」
と
参
加
者

に
議
論
を
呼
び
か
け
た
。

　

23
年
度
経
過
報
告
を
大
岡
久

典
副
委
員
長
、
24
年
度
運
動
方

針
を
北
川
寿
一
事
務
局
長
が
提

起
。
直
面
す
る
確
定
闘
争
を
め

ぐ
っ
て
は
、
会
計
年
度
の
勤
勉

手
当
支
給
と
４
月
遡
及
を
実
現

す
る
こ
と
、
そ
し
て
県
本
部
全

体
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

会
計
年
度
の
組
織
化
・
拡
大
を

実
現
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

代
議
員
か
ら
は
「
定
年
延
長

開
始
を
前
に
23
確
定
闘
争
で
は

再
任
用
の
処
遇
改
善
を
め
ざ
す
」

（
明
石
市
職
労
）、「
全
国
署
名
に

結
集
し
、
勤
勉
手
当
支
給
の
法

改
正
が
実
現
し
た
。
こ
の
成
果

を
確
定
交
渉
で
し
っ
か
り
勝
ち

取
る
」（
た
つ
の
臨
嘱
労
）な
ど
４

人
の
発
言
が
あ
り
、
北
川
事
務

局
長
は
「
日
本
の
低
賃
金
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、底
上
げ
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
答
弁
し
た
。

　

総
会
で
は
幹
事
選
出
区
分
を

見
直
し
、
新
た
な
幹
事
体
制
で

活
発
な
議
論
を
行
い
、
ブ
ロ
ッ

ク
運
動
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

34単組82人が参加した

１年間の運動方針を全体で確認
　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月

25
日
、
南
あ
わ
じ
市
福
良
地
区

公
民
館
で
第
53
回
総
会
を
開
催

し
た
。
戎
剛
議
長
に
続
き
、
来

賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
23
年
度

活
動
・
会
計
報
告
の
承
認
を
受

け
、
24
年
度
活
動
方
針
案
と
会

計
予
算
案
の
提
案
を
行
っ
た
。

　

11
単
組
14
人
か
ら
の
発
言
・

補
強
を
踏
ま
え
、
方
針
・
予
算

を
確
立
し
、
当
面
す
る
闘
争
方

針
で
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
会
計
年
度
の
賃
金
、
一
時
金

の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
に
結
集
し
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
た
。
発
言
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

【
川
西
市
職
労
】
水
道
部
会
の

取
り
組
み
報
告
と
部
会
以
外
の

参
加
の
呼
び
か
け
。

【
宝
塚
市
職
労
】
統
一
自
治
体

選
挙
の
支
援
お
礼
。

【
三
田
市
職
労
】
病
院
部
会
の

取
り
組
み
報
告
。

【
宝
塚
市
職
労
】
予
算
案
の
活

動
費
減
は
理
解
す
る
が
、
会
議

の
回
数
等
活
動
内
容
が
適
当
か

ど
う
か
不
明
。
非
組
合
員
と
の

差
別
化
に
悩
ん
で
い
る
。

【
芦
屋
指
導
員
】
統
一
自
治
体

選
挙
の
支
援
お
礼
。
３
単
組
共

闘
に
よ
る
各
闘
争
の
成
果
。
長

年
採
用
が
な
か
っ
た
２
級
指
導

員
の
募
集
は
、
雇
用
不
安
を
取

り
除
く
明
る
い
材
料
に
な
っ
た
。

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月

10
日
、
豊
岡
市
内
で
第
53
回
定

期
総
会
を
開
催
し
、経
過
報
告
、

運
動
方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針

を
執
行
部
が
提
起
し
、
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

山
本
陽
一
議
長
は
「
各
単
組

で
の
確
定
闘
争
は
ヤ
マ
場
を
迎

え
て
い
る
が
、
人
勧
完
全
実
施

に
向
け
、
交
渉
を
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ

い
て
は
、
導
入
後
３
年
半
が
経

過
し
、
多
く
の
問
題
点
も
出
て

き
て
い
る
。
検
証
を
含
め
問
題

点
の
洗
い
出
し
を
進
め
、
人
勧

実
施
を
含
め
た
諸
課
題
に
つ
い

て
交
渉
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
山
本
議
長

を
再
選
。
副
議
長
の
富
田
真
也

さ
ん
、
隅
田
龍
さ
ん
、
梅
垣
耕

平
さ
ん
が
退
任
し
、
新
た
に
中

川
敬
市
さ
ん
（
丹
波
篠
山
市
職

労
）、
米
分
直
樹
さ
ん
（
豊
岡

病
院
労
組
）、
会
計
に
足
立
勝

弘
さ
ん
（
丹
波
市
職
労
）、
事

務
局
長
は
岡
和
巳
さ
ん
が
退
任

し
、
事
務
局
次
長
の
村
尾
友
和

さ
ん
（
八
鹿
病
院
職
組
）
が
就

任
し
、
事
務
局
次
長
に
岡
山
慎

さ
ん
（
養
父
市
職
労
）
が
新
た

に
就
任
し
た
。

　

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
兵

庫
県
本
部
（
兵
退
連
）
は
、
10

月
25
日
、
明
石
市
に
お
い
て
第

48
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

今
年
の
定
期
総
会
で
は
、
活

動
報
告
の
中
で
、
65
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き
た
、

尼
崎
市
退
職
者
互
助
会
が
解
散

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
継
組

織
「
尼
崎
市
職
員
退
職
者
春
秋

会
」
結
成
に
向
け
て
、
兵
退
連

が
支
援
し
た
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
た
。

　

現
在
、
全
国
の
退
職
者
会
組

織
で
は
会
員
の
高
齢
化
と
新
規

加
入
減
に
よ
る
会
員
減
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

総
会
で
は
、
今
後
、
現
役
組

合
と
連
携
を
深
め
、
会
員
拡
大

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど

の
新
年
度
活
動
方
針
と
向
こ
う

２
年
間
の
新
役
員
体
制
も
確
認

し
総
会
を
終
え
た
。

２年間の新役員体制を確立

播磨ブロック総会

会計年度の４月遡及と勤勉手当
支給の実現を全体でめざす

但馬丹波ブロック総会

ヤマ場に向け意思統一
会計年度の諸課題解決に力点を

兵退連総会

後
継
組
織
の
結
成
を
支
援

会
員
拡
大
の
取
り
組
み
が
課
題

阪神淡路
ブロック総会

ブ
ロ
ッ
ク
に
結
集
し
取
り
組
み
強
化
へ

活
発
な
発
言
で
方
針
を
さ
ら
に
補
強


